
副
会
長

宮
　
川
　
　
　
親

　
　
　
　
　
　
　（
相
川
小
）

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
、大
人

が
さ
さ
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

す
べ
て
は
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

の
た
め
に
。
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平成30年度スローガン 市

Ｐ
連
だ
よ
り

甲
府

市 Ｐ 連 だ よ り

　

今
年
度
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

「
育
も
う
想
像
力
と
創
造
力
」

〜
子
ど
も
た
ち
の
未
来（
ゆ
め
）の
た
め
に
〜　

と
し
、基
本
方
針
を
想
像
力
と
は
、現
在
自
分
の

知
識
内
に
あ
る
事
を
も
と
に
し
て
、心
の
思
い
を

描
く
力
。創
造
力
と
は
、現
在
存
在
し
な
い
も
の

を
、新
た
に
作
り
出
す
力
。未
来
を
生
き
る
子
ど

も
に
必
要
な
の
は
、何
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
、

想
像
力
と
創
造
力
、そ
し
て
経
験
で
す
。保
護
者

と
先
生
し
か
い
ま
せ
ん
。保
護
者
が
意
識
を
変
え

る
こ
と
に
よ
り
、子
ど
も
の
将
来
は
変
わ
っ
て
来

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

子
ど
も
た
ち
が
未
来（
ゆ
め
）に
希
望
を
持
ち
、

未
来（
ゆ
め
）に
向
か
っ
て
進
む
こ
と
が
で
き
る

一
助
に
な
る
よ
う
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
Ｐ
連
活
動
は
、各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の
出
向

の
方
々
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
組
織
で
す
。

　

各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
も
連
携
を
取
り
な
が
ら
活

動
を
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
、皆
さ
ま
の
ご
理

解
、ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
育
も
う
想
像
力
と
創
造
力
」の
一
年
間
に

佐
　
野
　
　
　
誠

会
　
長

（
上
条
中
）
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第83号 2018年7月13日（1）

平成30年度 役員の方々に今年度のスローガンについて一言（メッセージ・思い等）寄せていただきました。

副
会
長

浅
　
川
　
　
　
宏

　
　
　
　
　
　
　（
富
竹
中
）

子
ど
も
た
ち
の
未
来(

ゆ
め)

の

た
め
に
、出
来
る
限
り
行
動
し

た
い
。

副
会
長

古
　
藤
　
　
　
陽

　
　
　
　
　
　
　（
湯
田
小
）

『
親
の
背
を
見
て
子
は
育
つ
』

私
達
が
変
わ
ら
な
く
て
は
子
ど

も
た
ち
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

〜
未
来
へ

副
会
長
・
企
画
調
査
委
員
長

飯
　
寄
　
智
　
朗

　
　
　
　
　
　
　（
笛
南
中
）

各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
協
力
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
未
来（
ゆ
め
）の

た
め
に
、精
一
杯
頑
張
っ
て
行

き
ま
す
。

副
会
長

武
　
田
　
憲
　
政

　
　
　
　
　
　
　（
羽
黒
小
）

“

子
ど
も
は
国
の
宝” 

開
府
５
０
０
年
の
す
べ
て
の
親

子
を
笑
顔
に
し
た
い
！

副
会
長

勝
　
村
　
正
　
樹

　
　（
校
長
会
代
表
・
甲
運
小
）

子
ど
も
た
ち
の
夢
の
実
現
の
た

め
、真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

副
会
長

清
　
水
　
芳
　
久

　
　
　（
校
長
会
代
表
・
西
中
）

甲
府
の
子
ど
も
た
ち
の
夢
と
希

望
の
実
現
に
向
け
て
頑
張
り
ま

す
。

副
会
長

小 

笠 

原
　
　 

哲

　
　（
教
頭
会
代
表
・
石
田
小
）

子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に

全
力
応
援
。

副
会
長

雨
　
宮
　
康
　
治

　
　（
教
育
会
代
表
・
国
母
小
）

夢
を
持
ち
、心
豊
か
で
、想
像
力

の
あ
る
子
ど
も
が
育
つ
甲
府

に
。

常
任
理
事

小
　
沢
　
忠
　
雄

　
　
　
　
　
　
　（
北
新
小
）

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
充
実
を
図
り
、

子
ど
も
た
ち
の
未
来（
夢
）の
実

現
の
手
助
け
を
皆
で
。

常
任
理
事

山
　
﨑
　
　
　
茂

　
　
　
　
　
　
　（
笛
南
中
）

子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
考
え
る

力
を
鍛
え
何
か
を
作
り
出
す
こ

と
の
楽
し
さ
と
喜
び
が
実
感
出

来
る
よ
う
、親
子
で
成
長
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

常
任
理
事

服
　
部
　
順
　
子

　
　
　
　
　
　
　（
貢
川
小
）

み
ん
な
で
少
し
だ
け
想
像
力
を

働
か
せ
よ
う
。

素
敵
な
未
来
を
創
造
す
る
た
め

に
。

常
任
理
事

名
　
取
　
さ
ゆ
り

　
　
　
　
　
　
　（
附
属
小
）

す
ば
ら
し
い
子
ど
も
た
ち
の
未

来(

ゆ
め)

の
た
め
、今
で
き
る

こ
と
を
全
力
で
頑
張
り
ま
す
！

事
務
局
次
長

内
　
藤
　
祐 

一 

郎

　
　
　
　
　
　
　（
山
城
小
）

想
い
を
め
ぐ
ら
せ
、よ
り
良
い

活
動
を
目
指
し
て
！

未
来(

ゆ
め)

の
た
め
に
。

母
親
委
員
会  

委
員
長

奥
　
山
　
し
の
ぶ

　
　
　
　
　
　
　（
山
城
小
）

皆
が
想
像
す
る
輝
く
未
来
へ
向

か
っ
て
、毎
日
を
丁
寧
に
創
造

し
て
い
き
ま
す
。

教
育
研
修
部
　
部
長

岡
　
田
　
真
　
姫

　
　
　
　
　
　
　（
山
城
小
）

想
像
力
あ
り
て
、大
い
な
る
幸

福
が
創
造
さ
れ
る
。そ
の
為
に

頑
張
り
ま
す
。情

報
活
動
部
　
部
長

山
　
元
　
裕
　
子

　
　
　
　
　
　
　（
北
西
中
）

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
今
自
分

に
出
来
る
こ
と
を
精
一
杯
頑
張

り
ま
す
！

監
　
事

相
　
河
　
竜
　
治

　
　（
校
長
会
代
表
・
舞
鶴
小
）

保
護
者
と
教
員
で
手
を
携
え
て

か
な
え
よ
う

「
子
ど
も
た
ち
の
夢
」を
。

監
　
事

志
　
村
　
豪
　
紀

　
　
　
　
　
　
　（
伊
勢
小
）

子
ど
も
た
ち
の
伴
走
者
と
し
て

小
さ
な
想
い
を
大
き
な
未
来
へ

一
緒
に
歩
み
た
い
。

監
　
事

関
　
　
　
和
　
美

　
　
　
　
　
　
　（
相
川
小
）

自
分
の
行
動
が
子
ど
も
た
ち
の

未
来
に
何
を
も
た
ら
す
か
を
想

像
し
て
、動
い
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

常
任
理
事

平
　
賀
　
佳
　
雅

　
　
　
　
　
　
　（
北
東
中
）

想
像
豊
か
に
、子
ど
も
た
ち
の

未
来
の
為
に
創
造
出
来
る
様
、

頑
張
り
ま
す
。常

任
理
事

清
　
水
　
　
　
惠

　
　
　
　
　
　
　（
石
田
小
）

子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
夢
と
希

望
が
あ
ふ
れ
る
よ
う
、全
力
で

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

常
任
理
事

大
　
場
　
広
　
美

　
　
　
　
　
　
　（
上
条
中
）

子
ど
も
た
ち
の
為
に
出
来
る
と

こ
ろ
か
ら
頑
張
っ
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。常

任
理
事

古
　
原
　
小
夜
子

　
　
　
　
　
　
　
　（
南
中
）

子
ど
も
た
ち
の
未
来(

ゆ
め)

の

た
め
に
一
緒
に
歩
ん
で
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

事
務
局
長

中
　
島
　
智
　
子

　
　
　
　
　
　
　
　（
南
中
）

す
べ
て
は
、子
ど
も
た
ち
の
未

来（
ゆ
め
）と
笑
顔
の
た
め
に
。



（2）第83号（3） 2018年7月13日 市 Ｐ 連 だ よ り

今号はカラー版で発行しました。 　詳しい事業報告はホームページをご覧下さい。 http://www.ptakofu.org

第一回 委員会を開催しました。
　

６
月
15
日
㈮
、
理
事
会
終
了

後
に
甲
府
市
総
合
市
民
会
館
に

お
い
て
、
第
一
回
企
画
調
査
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
は
各
学
校
の
校
長
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

委
員
会
で
は
、
平
成
30
年
度

委
員
会
活
動
の
討
議
が
な
さ
れ
、

今
年
度
活
動
計
画
の
確
認
、
独

自
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
委
員

長
よ
り
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後　

情
報
交
換
会
を
開

催
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
独
自
ア

ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
委
員
の
皆

さ
ん
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
き
ま
し
て

は
後
日
メ
ー
ル
で
送
信
し
、
回

答
を
事
務
局
へ
送
っ
て
い
た
だ

く
予
定
で
す
。

企画調査委員会

食品ロス削減の取り組みについて
　

６
月
30
日
㈯
、ぴ
ゅ
あ
総
合
調
理
室
に
於
い

て
、甲
府
市
環
境
部
減
量
課
、甲
府
市
教
育
委

員
会 

学
事
課
と
共
催
で「
食
品
ロ
ス
削
減
の

と
り
く
み
に
つ
い
て
」の
学
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。母
親
委
員
会
か
ら
は
31
名
の
役
員
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

調
理
実
習
で
は
残
菜
の
多
い
給
食
メ

ニ
ュ
ー
「
麦
ご
は
ん
・
鮭
の
さ
っ
ぱ
り
焼

き
・
五
目
煮
・
キ
ャ
ベ
ツ
の
塩
昆
布
炒
め
」

を
現
役
の
調
理
員
さ
ん
達
と
一
緒
に
調
理
し

ま
し
た
。
特
に
苦
手
な
子
ど
も
の
多
い
煮
物

を
調
理
す
る
際
の
工
夫
も
教
え
て
い
た
だ
き
、

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

ご
み
減
量
の
学
習
会
で
は
「
し
ん
ぶ
ん
コ

ン
ポ
ス
ト
」
の
作
り
方
、
使
い
方
に
つ
い
て

も
学
習
し
ま
し
た
。
日
本
で
は
621
万
t
／
年

の
食
品
ロ
ス
が
あ
り
、
市
内
小
学
校
給
食
で

は
、
１
人
あ
た
り
4.8
㎏
／
年
も
の
食
べ
残
し

が
出
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

日
頃
、
何
気
な
く
食
べ
残
し
て
い
る
食
事
、

買
い
す
ぎ
て
使
い
切
れ
な
い
食
材
に
つ
い
て
、

改
め
て
考
え
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

母親委員会

本校は校舎の新築から7年が経過しま
した。教育環境の整った校舎で、全校生
徒135名みんなが明るく元気に生活
しています。

本校のPTA組織は学年部会と3つの専門部会で構成し
ています。厚生部は「給食試食会」の実施、文化部は「会
誌てきなん」の発行、生活部は「PTA親子愛校作業」を実
施しています。親子愛校作業には、生徒・保護者・教職員
併せて250名ほどが参加して校舎内外の作業（高枝の
伐採、除草作業、ガラスの清掃等）を行いました。
また、小中の連携も図られており、あいさつ、そうじ、家庭
学習は3校の共通指導事項として、義務教育９年間を見
通した系統的な教育活動を展開し、小中学校の連携と活
性化を図っております。

笛南
中学校

本校では、四つの部会によってＰＴＡ活
動が運営されています。特に教育振興
部会の取組について紹介します。
まず、ＰＴＡ奉仕作業（８月）ついては、夏

休み明けに保護者の方々を中心に校内、学校周辺の雑草
の駆除、側溝のゴミ拾いを中心に活動し、美化、愛校心の
向上に繋げています。また、年に一回、給食試食会（１１
月）を行っています。どちらの活動も地域、保護者、教師の
連携強化やＰＴＡ活動の活性化に欠くことのできない活
動になっています。今後も継続し、活動の内容を見直しな
がら充実した取組を目指していきたいと考えています。

東
中学校

北西中学校ＰＴＡは「全員参加の活動」
を基本姿勢とし、①情報活動部②地域
活動部③研修活動部の３つが活動の中
心となっています。ＰＴＡ新聞「かしの

は」の発行や夏休み中や厄除け地蔵尊祭りでのパトロー
ル、制服リサイクルや学校保健委員会参加等々を、皆さ
んの協力を得ながら活動しております。
ここ数年、授業参観への出席数が増え、今年４月の出席
率は７０％超えとの事。ＰＴＡ活動のＰＲや活動を通じた
先生方、保護者間のコミュニケーション効果の表れと感じ
ており、来年度４０周年を迎える活動を引き続き推進した
いと考えています。

北西
中学校

伊勢小父母教師会では、児童数、会員
数が年々減少するなかで、活動内容を
精査して効率の良い取り組みを目指し
ています。

主な行事としては、「あいさつ運動」、「登校誘導指導」、広
報誌「ひまわり」の発行、そしてここ数年、特に力を入れて
いるのが、講師を招いて親子一緒に参加するセミナー
「子育てサロン」、親子一緒に楽しむバザー「伊勢っ子らん
ど」です。毎年、思考を凝らして会員協力のもと、地域の
方々との交流、会員相互の親睦を深めつつ、児童の健全
な育成の為に活動しています。

伊勢
小学校

甲府の中心部にある舞鶴小学校は、来
年創立１５周年を迎えます。
相生・穴切・春日の３つの地区からの支
援を受けて、在校する子ども達はどの地

域のイベントにも参加することができます。１１月には、ＰＴ
Ａが主催し、露店を出す３地区と学校の３者が協力して行
う「まいづるまつり」を開催しています。毎年たくさんの子
どもや地域の皆さんが参加し、お祭りが盛り上がります。中
でも、「まいづるギネスに挑戦！」では、誰でも取り組める簡
単な３つの競技で、各部門ごとに決まる「優勝者」を目指し
て、子どもも大人も張り切って参加しています。今後も、こ
こに集う子ども達のために、地域とＰＴＡと学校の連携が
揺るぎないものとなるように活動していきたいです。

舞鶴
小学校

本部・学年部・専門部から構成されてお
り、保護者の協力のもと自治的な活動
を行っております。本部主催行事である
「愛校奉仕作業」「もちつき大会」、不用

体育着を回収し必要な方に配布する「体育着リサイクル
活動」、市内ではめずらしい荒川サイクリングロードでの
「マラソン大会の安全協力」において役員以外の多くの
保護者にもご参加いただき活動しております。また、地域
の方々にも登下校時の安全パトロールや環境整備などご
尽力いただき、保護者・地域・学校が一丸となり子どもた
ちのためにサポートしております。

千塚
小学校

１５７名の児童がのびのびと遊べる校
庭にはおはよう！のあいさつが響きま
す。湯田小ＰＴＡは役員さんと、先生方、
保護者の皆さんの協力が多い事が自

慢。お父様の参加も多くテントの設営や、高い所の作業
はあっという間です！『ふれあいバザー』はＰＴＡの中でも
大きな行事です。子供に人気のチャレンジコーナー、模擬
店は大盛況で地域の皆さんも大勢訪れます。主なＰＴＡ
活動には、旗振り、愛校作業、ふれあい学級の開催。ＰＴＡ
新聞を発行し、昨年市Ｐ連新聞コンクールにて奨励賞を
受賞。みんなで楽しくチャレンジする湯田小ＰＴＡです。

湯田
小学校

単P 「うちの学校」＆「自慢のPTA活動」
どの学校・PTAも様々な特色ある取り組みをしています。
今回は８つの学校・PTAの活動を紹介します。

相川小学校ＰＴＡでは、年間を通して
様々な活動に取り組んでいます。
１０月には、親子健康ウォークが行われ
ます。地域の歴史にふれながらクイズ

などを行い、親子で地域をゆっくりと歩いて、秋の一日を
楽しみます。１１月には、『よってけし・あいかわ』プチバ
ザールとＰＴＡ研修会が行われます。プチバザールでは、
体育着や給食着、スクール水着、未使用文具、雨具、本、
焼きプリンタルト、パンなどを販売します。
ＰＴＡ研修会では、専門家を講師として迎え、家庭教育に
活用できる研修を毎年計画しています。

相川
小学校

　

平
成
30
年
６
月
30
日
㈯
、南
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に
て
第

１
回
教
育
研
修
部
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
山
梨
県
教
育
庁
社
会
教
育
課
成
人
・
家
庭
教
育

担
当 

副
主
幹 

渡
辺
政
子
様
を
お
招
き
し
、『
や
ま
な
し
ワ

ク
ワ
ク
子
育
て
親
育
ち
プ
ロ
グ
ラ
ム
』を
用
い
て
、【「
怒

る
」か
ら「
伝
え
る
」へ
】を
テ
ー
マ
に
、４
〜
６
人
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、意
見
を
出
し
合
い
、親
と
子
ど
も
の
感

情
や
気
持
ち
の
伝
え
方
を
学
習
し
ま
し
た
。

　

今
回
、参
加
者
全
体
の
２
割
程
が
お
父
さ
ん
で
、ま
た
お

じ
い
ち
ゃ
ん
も
参
加
し
て
下
さ
り
、イ
ク
メ
ン
の
御
意
見

も
多
く
伺
う
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
こ
こ
で
学
ん
だ
事
を
実
践

し
て
よ
り
良
い
親
子
関
係
を
築
き
た
い
」と
の
前
向
き
な

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、男
性
保
護
者
を
含
む
、多
く
の
方
に
御
参
加
頂

き
、想
像
力
・
創
造
力
を
育
む
研
修
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

や
ま
な
し
ワ
ク
ワ
ク

子
育
て
親
育
ち
プ
ロ
グ
ラ
ム
教
育
研
修
部

　

山
梨
県
警
察
本
部
少
年
女
性
課
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー 

深
沢
様
を
講
師
に
招
き
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
被
害

防
止
教
室
」と
題
し
た
学
習
会
を
６
月
９
日
㈯
に
開
催
し

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
被
害
か
ら
守
る
た
め

に
主
に
以
下
の
３
点
、

・
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ(

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー)

の
重
要
性
。

・LIN
E

に
代
表
さ
れ
るSN

S

に
お
け
る
、顔
の
見
え
な
い  

　

言
葉
の
や
り
と
り
で
の
注
意
点
。

・
リ
ベ
ン
ジ
ポ
ル
ノ
や
個
人
情
報
流
出
等
の
ト
ラ
ブ
ル
に

　

巻
き
込
ま
れ
る
リ
ス
ク
。

を
学
び
ま
し
た
。

　

ネ
ッ
ト
環
境
の
整
っ
た
世
の
中
に
な
っ
た
反
面
、子
ど

も
た
ち
が
ネ
ッ
ト
被
害
に
遭
っ
て
し
ま
う
環
境
に
あ
る
現

実
を
理
解
し
、共
有
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
を
ネ
ッ
ト
被
害

　
　
に
遭
わ
せ
な
い
た
め
に
情
報
活
動
部



市 Ｐ 連 だ よ り

市Ｐ連だより第83号を発行することが出来ました。 発行にあたり、多くの皆様にご協力をいただき厚く御礼申し上げます。
次号も皆様の有意義なＰTＡの活動を市Ｐ連だよりでお届けしたいと思っております。　　　　　　　　　　　情報活動部一同

今後の予定

2018年7月13日 （4）第83号

土曜学習
　開催日：平成30年７月22日（日） 受付開始：12時30分・開会：13時
　会　場：南公民館　大ホ－ル・多目的集会室・会議室・実習室・調理室 等
　参加対象者：市Ｐ連２委員会２専門部出向役員親子

市Ｐ連 広報紙コンクール
　市Ｐ連主催の「広報紙コンクール」を開催します。
　各単Ｐの参加をお願いいたします。
　（年１回の発行でも応募可能。 また、手作り、印刷所依頼でも応募できます。）

山梨県ＰＴＡ大会
　開催日：平成30年11月24日（土） 受付開始：12時30分・開会：13時予定
　会　場：桃源文化会館（南アルプス市飯野）

市Ｐ連全体研修会
　開催日：平成30年12月９日（日） 受付開始：12時30分・開会：13時
　会　場：甲府市総合市民会館　芸術ホール（甲府市青沼）
　参加対象者：市Ｐ連加盟校のＰＴＡ役員及び一般会員（保護者・教職員）

最優秀賞　北中学校　　「北陽樹」
奨 励 賞　附属小学校　「きりのは」
特 別 賞　甲府市P連　 「甲府市Ｐ連だより」

市P連『小・中学生総合保障制度』
導入4年目を迎えました。途中加入もで

きます！

　市P連『小・中学生総合保障制度』の『個人賠償責任補償』は自転車事故を含めた日常生活中に誤って他人にケガをさせた
り、他人の物を壊してしまって損害賠償を負った場合の補償です。最高１億円までの高額賠償事故に対応しております
が、身近な賠償事故にも対応しています。
パンフレット送付希望、制度に関する件は右記へお問い合わせください。  ㈱文教　文教インシュアランス　℡ 0120-740-859

「北陽樹」が最優秀賞に輝く！
山梨県PTA協議会主催　広報紙コンクール結果報告

※表彰式は第５回山梨県PTA大会の席上で行います。

口
市
長
に

聞
い
て
み
ま
し
た
！

樋
好
き
だ
っ
た
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー

嫌
い
だ
っ
た
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー

Q01
食
べ
物
の
好
き
嫌
い
は
、全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。こ
れ
は
、今
で
も
母
親
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
よ
う
に「
ほ
う
と
う
」な
ど
の
郷
土
食
や

「
ビ
ビ
ン
バ
」な
ど
の
海
外
の
美
味
し
い
メ
ニ
ュ
ー

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、コ
ッ
ペ
パ
ン
や
シ

チ
ュ
ー
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
も
全
て
美
味
し
か
っ
た

こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
頃
の
夢
は

何
で
し
た
か
？

Q02
当
時
は
、「
巨
人
・
大
鵬
・
卵
焼
き
！
」そ
し
て
、ジ
ャ

イ
ア
ン
ツ
が
９
連
覇
し
た
時
代
で
、長
嶋
・
王
選

手
、そ
し
て
堀
内
投
手
の
活
躍
に
熱
狂
し
て
い
ま

し
た
。（※

昔
の
後
楽
園
球
場
へ
、巨
人
ｖ
ｓ
阪
神

の
ダ
ブ
ル
ヘ
ッ
ダ
ー
に
父
に
連
れ
て
行
っ
て
も

ら
っ
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。）

剣
道
少
年
で
し
た
が
、秘
か
に
プ
ロ
野
球
の
選
手

に
憧
れ
て
い
ま
し
た
。

休
日
の
過
ご
し
方
は
？

Q03
忙
し
い
公
務
の
合
間
に
ち
ょ
っ
と
時
間
が
空
く
と

書
店
に
立
ち
寄
り
、話
題
の
本
や
新
書
、好
き
な
歴

史
物
を
一
度
に
ど
か
っ
と
購
入
し
ま
す
。し
か
し
、

結
局
部
屋
に
積
ん
で
お
く
だ
け
。市
長
室
に
も
何

冊
も
本
が
あ
り
ま
す
。そ
し
て
、数
少
な
い
休
日
に

は
そ
れ
ら
を
読
み
ふ
け
り
ま
す
が
、一
冊
を
通
読

せ
ず
に
、何
冊
も
平
行
し
て
読
む
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
充
実
す
る
ひ
と
と

き
で
す
。子

育
て
の
思
い
出
を

教
え
て
下
さ
い
。

Q04
一
人
息
子
が
い
ま
す
が
、物
心
つ
い
た
時
に
は
私

は
議
員
で
し
た
か
ら
、他
の
家
庭
に
比
べ
て
家
族

サ
ー
ビ
ス
が
少
な
か
っ
た
こ
と
を
申
し
訳
な
く

思
っ
て
い
ま
す
。父
親
の
私
の
思
い
出
は
、彼
が
自

転
車
に
乗
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
、親
子
３
人
で

初
秋
の
荒
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

を
走
っ
た
こ
と
で
す
。バ
ッ
タ
が
多
く

「
バ
ッ
タ
ロ
ー
ド
を
走
っ
た
こ
と
」を

家
族
で
よ
く
語
り
合
い
ま
す
。

開
府
5
0
0
年
記
念

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
。

Q05
こ
う
ふ
開
府
５
０
０
年
記
念
事
業
は
、「
過
去
に
学

ぶ（
歴
史
・
文
化
等
の
継
承
）」、「
現
在
を
見
つ
め
る

（
賑
わ
い
と
魅
力
の
創
出
）」、「
未
来
に
つ
な
ぐ（
新

た
な
甲
府
の
創
造
）」と
い
う
３
本
柱
を
基
本
理
念

と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
う
ふ
開
府
５
０
０
年
記
念
事
業
を
通
じ
て
、こ
れ

ま
で
の
甲
府
市
の
歴
史
や
文
化
を
再
発
見
し
、そ
の

魅
力
を
市
内
外
へ
発
信
す
る
こ
と
で
甲
府
市
へ
の

愛
着
を
持
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、次
な
る
１
０

０
年
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
へ
繋
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

座
右
の
銘
：
一
雨
千
山
を
潤
す

政
治
信
条
：
論
卑
く
し
て
行
い
易
し

に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

Q06
【
一
雨
千
山
を
潤
す
】・・・「
一
筋
の
雨
が
多
く
の

山
々
に
実
り
を
も
た
ら
す
」よ
う
に
、職
員
一
人
ひ

と
り
の
日
々
の
地
道
な
仕
事
や
取
組
が
、着
実
に
市

民
の
幸
せ
に
繋
が
る
よ
う
な
政
治
行
政
で
あ
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
論
卑
く
し
て
行
い
易
し
】・・・
中
国
春
秋
時
代
の
斉

の
名
宰
相「
管
仲
」の
政
治
姿
勢
で
あ
り
、私
が
市
政

執
行
に
あ
た
り
常
に
心
掛
け
て
い
る
言
葉
で
す
。

「
分
か
り
や
す
い
政
治
は
、実
行
し
や
す
い
」と
い
う

こ
と
で
あ
り
、市
民
に
分
か
り
や
す
い
政
治
で
市
民

と
一
緒
に
施
策
・
事
業
を
実
行
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

6月28日（木）、市Ｐ連常任理
事会役員が樋口雄一甲府市
長を表敬訪問いたしました。
小林教育長、嶋田教育部長、
饗場教育総室長、星野総務課
長も同席されました。
佐野会長から市Ｐ連新事務
所開設に対するお礼を申し
上げ、本年度の市P連役員を
紹介させていただきました。
樋口市長からは『甲府市をよ
り良い教育環境とするべく

一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
！ 

甲
府
市
長
を
表
敬
訪
問

行政と教育者・保護者（PTA）が共に知恵を出し合い、一
緒になって考えていきましょう。』との言葉をいただき
ました。
また、過去の災害における教訓をしっかり活かし、より
災害に強い教育環境を目指していく事や、市Ｐ連とし
てもご理解とご協力をいただきながら活動をしていく
事を伝えました。


